
 

 

人間関係
社会性

本
人
支
援

健康・生活

移行支援

・ご家族からの相談や悩みの共有、協力体制をもって実践します。
・ご家族の休息、リフレッシュのためのご利用に応じます。

家族支援

地域支援・地域連携

・学校などへの情報共有・提供、連携します。
・相談支援事業との相談・連携を致します。
・「にじ」で運営する就労移行支援事業所や就労継続支援B型での
実績や経験を基に、他事業所との連携や移行支援を行います。

・希望する児童には食器洗いや机ふきなど簡単なお手伝いをお願いし経験できるよう支援しています。
・協力型のゲームを活用し、一緒に取り組む楽しさはもちろん、やりにくさも共有し考え支援します。
・地域の商店やカフェ、公園や大型施設などに出向き、買い物や地域の方とのやり取りを体験します。

・一人一人に声掛けをし健康状態の把握をいたします。必要に応じ水分補給を促します。
・挨拶をはじめ、手洗い、荷物や上着をかける、中高生は着替えをする、衣類を畳んで仕舞う、連絡帳を提出する、などの身支度ができるように支援いたします。
・ソーシャルスキルトレーニング（SST）を利用した活動を取り入れ、楽しみながら生活に必要な力を身に着けていけるよう支援いたします。

・スライム、粘土などを使った感触遊びを通して繊細な手指の感覚、触った時の心地よさを感じることが出来ます。
・ニュースポーツやサーキットなどを通して、バランスよく身体を動かす活動を取り入れております。
・定期的に専門の先生を迎えての音楽療法があります。また通常の活動でもプロジェクターを使用し音楽に合わせてダンスをする活動があります。
・希望により簡単なPC遊びを通して、手先の運動や事務作業訓練などにも取り組みます。

支　援　内　容

『今』と『未来』を育む。

一、「てぃーら」は第2の家。ほっとする落ち着ける、第２の家のような居場所をつくります。そして、保護者が安らぐ時間を持つことで、子供たちとの幸せな時間が増えるよう
支援します。
二、「自分らしく」を育む。クリエイティブな活動や遊びを通して、ひとりひとりの可能性を見つけ、生きる力を育んでいけるよう支援します。太陽のようにみんなを照らし、みん
なの個性を受け入れます。
三、「その先」を見すえる。放課後等デイサービスを卒業したあとを見すえて、自活していく力を育みます。作業訓練や簡単な事務作業訓練などを通し、将来の適応能力の
幅を広げる支援をします。たくさんの色で彩る「にじ」のように、晴れやかな未来への架け橋となりますように。

送迎の有無 あり　　　　　　なし

・関係する放デイや児童発達支援事業所、相談支援事業所と情報共有し、連携を図ります。統一感のある支援を目指します。
・地域の高齢者デイサービスに訪問し双方にふれあいを行います。また連携をもって地域を支えていきます。

事業所名　　　放課後等デイサービス　陽　てぃーら 支援プログラム 作成日　2025年　3月　

・季節に応じたイベントや制作物、色水実験などの科学実験、その他、五感を使った活動をします。
・タイマーや時計を使用し時間の決まりをわかりやすく伝えています。順番を守るなどルールの理解ができるように支援します。
・音楽療法を通して、他者の音を聴いたり一緒に合わせて楽しむという体験をします。楽しみながら情緒の安定やコミュニケーションを図ります。
・カードゲームで複数人で遊ぶことによって、数字を使用する、ゲームのルールを守る、さらに勝ち負けも楽しむことが出来るよう支援します。

認知・行動

（月～金）13：00～17：45　　　　（土）10：00～16：30

※長期休み（春・夏・冬休み期間）
（月～金）11：00～16：30　　　　（土）10：00～16：30

言語
コミュニケーション

運動・感覚

・挨拶を大切に支援しています。また児童と児童の架け橋だけでなく、職員から児童への積極的な声掛けや関わり合いを大切にしています。
・買い物ゲームなどのシュミレーションを使用したゲームを活動に取り入れ、他者とのやり取りを学びます。
・ペア活動を通し、言語コミュニケーションだけでなく、相手のことをお互いに考え行動する活動を取り入れています。
・放課後等デイサービスを卒業した後を見すえて、学校や友達との過ごし方だけでなく、就労時や作業時に必要なルールや協調性を学びます。

法人(事業所)　理念

支援方針

営業時間



職員の質の向上 

【管理者・児童発達支援管理責任者への研修】 

・管理者としての役割を認識し、運営と現場との成果の違いを理解します。 

・チームのリーダーとしての統率力を身に付け、事業所を管理する立場を理解した上で現場の声を支援に取り入れます。 

・管理者研修や他事業所との意見交換等を積極的に行い、チーム全体の意識向上に繋がるよう研修を行います。 

【法定研修】 

・コンプライアンスやマナー、虐待防止、ハラスメントや感染症の予防など、定められた研修のみではなく、日頃から意識を保てるようにします。 

【新入職員研修】 

・法人理念への共通認識を高めます。 

・制度や療育に関する研修を行います。 

【ケース検討会】 

・活動の目的や方法、反省点の共有などを定期的に行います。 

・療育への認識を深めます。 

・親の不安や悩みへの解消方法を学びます。 

主な行事など 

①健康・生活に関するイベント(公園遊び、体操、お洋服をたたむ、カレンダーをつくる、お金を払ってお買い物をする) 

②運動・感覚に関してのイベント(じゃがいも掘りやさつまいも掘り、工作、ボッチャ大会、玉入れ、ダンス、サーキット) 

③認知・行動に関してのイベント(科学館や動物園、水遊び、色水遊び、映画鑑賞、音楽療法、おやつ作り) 

④言語コミュニケーションに関してのイベント(ペア活動・ゲームレク、SST) 

⑤人間関係・社会性に関するイベント(お誕生日会・、カフェやパン屋さんへの買い物体験、イースターイベント) 

⑥季節に関するイベント(お正月遊び、節分、ひな祭り、七夕、夏祭り、ハロウィン、敬老の日、クリスマス) 

など。 

 

 

 


